
一
流
の
施
設

文
化
交
流
の
場

　「
ま
な
び
広
場
に
い
み
」内
に
は
、芸
術
・
文

化
の
拠
点
と
し
て
、バ
レ
エ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
く
こ
と
が
で
き
る「
新

見
文
化
交
流
館
」と
、「
ま
な
び
の
森 

新
見
図

書
館（
新
見
市
立
中
央
図
書
館
）」を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
新
見
文
化
交
流
館
の
大
ホ
ー
ル
は
音
響

効
果
に
優
れ
て
お
り
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

演
奏
会
を
主
目
的
と
し
た
多
機
能
ホ
ー
ル
で

す
。１
階
席
が
７
２
０
席
、２
階
席
が
２
１

９
席
、サ
イ
ド
バ
ル
コ
ニ
ー
席
が
56
席
、車
椅

子
席
が
６
席（
１
階
）で
、合
計
１
０
０
１
席

あ
り
ま
す
。舞
台
音
響
設
備
、舞
台
照
明
設

備
、映
写
室
な
ど
の
設
備
を
備
え
て
お
り
、催

し
物
の
規
模
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。楽

屋
や
控
室
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
ホ
ー
ル
は
、昇
降
ス
テ
ー
ジ
の
採
用
に
よ

り
、舞
台
形
式
だ
け
で
な
く
平
土
間
と
し
て
の

使
用
が
可
能
。定
員
３
０
０
名
で
、コ
ン
サ
ー

ト
、講
演
会
・
研
修
会
・
映
写
会
な
ど
の
ほ
か
、

展
示
会
や
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
物
に
利
用
で
き
ま
す
。

通
い
た
く
な
る

仕
掛
け
が
い
っ
ぱ
い

　
２
０
１
７
年
４
月
、ま
な
び
広
場
に
い
み

内
に
開
館
し
た「
ま
な
び
の
森
新
見
図
書
館

（
新
見
市
立
中
央
図
書
館
）」。開
館
時
間
が
午

後
８
時
ま
で
と
長
く
、飲
み
物
を
片
手
に
お

気
に
入
り
の
ソ
フ
ァ
で
読
書
を
し
た
り
、静
か

な
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
で
学
習
し
た
り
す
る
な

ど
、多
様
な
コ
ー
ナ
ー
で
自
分
に
合
っ
た
楽
し

み
方
が
で
き
ま
す
。

　
授
乳
室
や
オ
ム
ツ
替
え
ベ
ッ
ド
も
備
え
て

お
り
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
が

楽
し
さ
や
憩
い
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
せ
る
図

書
館
と
し
て
、多
く
の
皆
さ
ん
の
ま
な
び
の

場
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

まなび広場にいみ外観

新見文化交流館の大ホールにかかる緞帳は、
平山郁夫画伯の作品「絲綢之路天空（しちゅ
うのみちてんくう）」をモチーフにしたもの。

１階は吹き抜けのエントランスホールの左右の壁一面が大きな本棚に。
森の中に立つ巨木をイメージさせ、「まなびの森」という名にふさわしい
印象を与えます。

人
が
集
う

文
化
施
設

２階には専門書をはじめ、小説、新聞・雑誌、ＣＤ・ＤＶＤなどのほか、読みやす
い大活字図書が用意されています。パソコンコーナーやスタディルームなど
もあり、自分に合った楽しみ方ができます。３階には、子育て、料理、手芸など
の関連本がそろい、一人用の閲覧ボックスも完備。開放的で温かみのあるつ
くりになっている絵本コーナーは子どもたちに大人気です。

Manabi Hiroba Niimi, next to 
Niimi Central Library, is a hub 
for arts and culture. Its Large 
Hall accommodates full-scale 
concerts and recitals.
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